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議  事  録 
 

業務件名 須崎市公共下水道施設等運営事業 

日  時 令和 5 年 12 月 25 日（月） 自 13：30 ～ 至 14：30 

出 

席 

者 

須崎市建設課 2 名 

須崎市環境未来課 2 名 

農林水産課 1 名 

（株）クリンパートナーズ須崎（以下 CPS） 6 名 

打合せ場所 須崎市役所 記録作成者 CPS 

資
料 

・令和 5 年 11 月度すさき家パートナー会議資料（CPS） 

 

打合せ事項、対策・合意事項等 

令和 5 年 11 月度すさき家パートナー会議 

1.出席者を確認した。 

 

2.今月のセルフモニタリングのチェック項番について 

・セルフモニタリング会議で確認したチェックリスト項番を示した。 

 

3.経営に関する業務 

・11 月度の財務状況を報告した。 

・法令順守、情報公開に関して、特に問題となるような事項が無いことを確認した。 

・11 月 6 日に行われた多ノ郷小学校の社会科見学会について報告した。 

 

4.汚水管渠 

・当月は、日降水量 100mm 以上の降雨日はなかったため、大雨後の巡視は実施されなかった。 

・劣化リスクの高い 17 人孔の巡視・点検を行った。各箇所で軽微な劣化が見られたが、緊急を要す 

る異状は見られなかった。 

・修繕推奨項目リストは、前月から変更なし。 

 

5.雨水管渠 

・当月は 9 人孔の巡視、点検を行った。 

・11 月の点検結果から、6-R79 人孔躯体の劣化が著しいと判断し、修繕推奨項目リストに追加した。 

 

6.終末処理場 

・11 月の降水量は平年並みであり、月間流入水量も同様に平年並みとなった。 

・放流水質は全項目で基準値を満足する結果であった。           （次項へ続く） 
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打合せ事項、対策・合意事項等 

・11 月の脱水ケーキ発生量は 2,910kg となり、当月の住友大阪セメントへの搬出は無かった。 

・11 月 20 日に中央操作室における空調機絶縁抵抗の不良修繕が実施され、空調機の正常運転が可 

能となった。ただし、今回の修繕箇所以外にも腐食や異音の発生が見られる等、全体的な老朽化 

が進行しているため、機器全体の更新が望まれる。 

・11 月 29 日に No.1-2 汚水ポンプ INV 異常が発生しポンプが停止した。チャッキ弁内部にし渣の堆 

積や不織布の噛み込みがあり、清掃とポンプ室のフラッシングを実施したところ、異常が解消さ 

れた。引き続き下水道利用者である市民に対し、適正利用の啓発を行っていくことが望まれる。 

 

7.クリーンセンター横浪 

・降雨量が少ない影響もあり、11 月の浸出水処理水量は少なめの値となった。 

・11 月 22 日に破砕機下部のベルトコンベア部より発煙があり、現場作業員が消煙作業を行った。 

発煙場所は破砕機下部のコンベア部で、コンベアとパネルの間に溜まった粉塵、ごみ等から発煙 

していた。今回のような通常点検では内部確認ができないコンベア内部やダクト部についての 

定期的な清掃等について、メーカー点検依頼なども含め検討する。 

・11 月 10 日に市職員、CPS 及び協力会社の技術者による給水ユニット、破砕機ラインの各センサ 

ーの動作確認が行われ、異常が無いことを確認した。 

・浸出水処理施設では、11 月 9 日に発生した原水槽フリクト異常を除き、大きな機械故障等のト 

ラブルはなく、安定した処理が継続できた。 
・埋立地の仮置きごみ処理については、外部委託先との契約締結が完了し、来月以降に作業開始 

となる。（市） 

 

8.漁業集落排水処理施設 

・5 地区の対象施設の内、戸島地区を除く 4 地区は 11 月 11 日、25 日に保守点検を行った。また、 

戸島地区については 11 月 25 日に保守点検を行った。 

・7 月に低値であった蜂ヶ尻処理施設の放流水㏗は、10 月及び 11 月の少雨の影響はなく、8 月から 

継続して正常値に戻っている。 

・池ノ浦地区の制御盤内のマグネットスィッチ（電磁開閉器）の異常については、引続き交換に向 

けて対応中である 

 

9.雨水ポンプ場 

・11 月は保守点検上、特に問題は生じていない。 

 

10. その他連絡事項 

・次回すさき家パートナー会議は、2024/1/25（木）13：30～を予定としている。                  

・汚水ポンプへの異物混入対策は、市の方で下水道の適正利用方法（排水の仕方）を広報誌へ掲載 

 し、市民へ周知することを検討する。 

・日常的にリチウムイオン電池が不燃ごみ袋に混入されており、その都度 CC 横浪職員の手作業で 

回収を行っている。その状況と分別の必要性を後日広報誌で市民へ周知するため、ある程度回収 

 された際には CC 横浪から市へ写真報告を行うようにする。 

（以上） 

 
 


